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まえがき 

 

 このたびは、”サイリスタ式電力調整ユニット   用ＣＣ－Ｌｉｎｋ通信ユニット 

ＵＦ－ＣＬ”をお買上げいただき、誠にありがとうございました。 

 

ご使用に際しましては、この取扱説明書をよくお読み頂き、ご要望の機能を充分に満足するようご活用くだ

さいますようお願い申し上げます。 

 

なお後々のため、この取扱説明書は大切に保存してください。 

 

以下の説明に於きまして、通信ユニットは“ＵＦ－ＣＬ”と略させて頂きます。 
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 １．ご使用になる前に 

   １.１ 製品の確認   

 

      ご注文通りの製品が入っていることを確認してください。 

          ｏＵＦ－ＣＬ 

          ｏＵＦ－ＣＬ取付用ビス(1 個/1 台) 

 

  １.２ 準備していただくもの 

 

   (1)ＣＣ－Ｌｉｎｋ用ケーブル 

    ① ケーブル 

       ＣＣ－Ｌｉｎｋでは、仕様で定められたケーブルを使用して幹線を構築します。 

       以下に各ケーブルの概要を示します。 

  

 

    ② 接続コネクタ 

      プラグ      ＭＳＴＢ２．５／５－ＳＴＦ―５．０８ＡＵ 

               ＰＨＯＥＮＩＸ ＣＯＮＴＡＣＴ製 

 

    ③ ケーブルの配線方法 
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   (2)終端抵抗 

     ＣＣ－Ｌｉｎｋでは、終端抵抗を幹線の両端に取付ける必要があります。 

     ① 終端抵抗 

        抵抗      １／２Ｗ １１０Ω ±５％ 

 

     ② 取付上の注意事項 

       (ｱ) 終端抵抗は幹線の終端に取付けてください。 

         局に取付けるとネットワークの終端に問題が発生することがあり(インピーダンスが高くな

        りすぎるか低くなりすぎる)、障害の原因となることがあります。 

       (ｲ) 終端抵抗は支線の端に取付けないでください。 
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  １.３ ＵＦ－ＣＬの取付け方法 

 

   (1) ＵＦユニット側面の通信用ハーネス接続部のカバーを、ニッパー等で切り落とします。(図１.３(1)) 

   (2) ＵＦ－ＣＬに接続されているハーネスを、ＵＦユニットに接続します。(図１.３(2)) 

   (3) ＵＦ－ＣＬから出ている２箇所のツメを、ＵＦユニットに接続します。(図１.３(3)) 

   (4) ＵＦ－ＣＬとＵＦユニットとを付属しているＵＦ－ＣＬ取付用ビスで固定します。(図１.３(4)) 

 

   

           図１.３(1)           図１.３(2) 

 

   

        図１.３(3)           図１.３(4) 
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 ２．ＵＦ－ＣＬの接続方法について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            ＵＦユニットは、最大４２台接続可能です。 

            ケーブルの終端には必ず終端抵抗を取付けてください。 

            マスタ局～スレーブ局、スレーブ局～スレーブ局、スレーブ局～終端抵抗間に 

            Ｔ分岐を使用されても問題はありません。 

 

            ＵＦ－ＣＬに直流電源(ＤＣ９～２４Ｖ)を接続してください。 

            電流容量は、ＵＦ－ＣＬ １台当たり０．２Ａ必要です。 

 

 

    

モニタ 

マスタユニット 

マスタ局 

直流電源 

ＤＣ９～２４Ｖ 

 

ＵＦユニット 

Ｎｏ．１ 

 

ＵＦ－ＣＬ 

スレーブ局 

１ 

終端

抵抗 

 

ＵＦユニット 

Ｎｏ．２ 

 

ＵＦ－ＣＬ 

スレーブ局 

２ 

 

ＵＦユニット 

Ｎｏ．４１ 

 

ＵＦ－ＣＬ 

スレーブ局 

４１ 

 

ＵＦユニット 

Ｎｏ．４２ 

 

ＵＦ－ＣＬ 

スレーブ局 

４２ 
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 ３．ＵＦユニットＳ３の設定方法について 

 

   ＵＦユニットの正面のカバーをはずすと、Ｓ３があります。ＵＦ－ＣＬを使用する場合、Ｓ３のユニット 

  Ｎｏ．の設定を“１”に必要があります。 

 

   Ｓ３の初期設定は、“０”に設定されています。 

   以下のようにＵＦユニットＳ３のユニットＮｏ．の設定を“Ｎｏ.１”に設定してください。 

 

   Ｓ３ 

        Ｏ Ｎ 

         

ＯＦＦ 

 

 □        

 □ □ □ 

 １   ２   ３   ４   

 

 Ｓ３－１ Ｓ３－２ Ｓ３－３ Ｓ３－４ 

Ｎｏ.１ ＯＮ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ 
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 ４．ＵＦ－ＣＬの設定方法について 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

  ４.１ 局番設定 

 

   局番設定はネットワーク上で使用する局番を設定するもので、１～４２の範囲で設定可能です。 

   ＵＦ－ＣＬでは局番を１つ使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

               ↑１０の位を設定 ↑１の位を設定 

            (ＤＳＷ３)   (ＤＳＷ２) 

 

  ４.２ ボーレート設定 

 

   ボーレート設定は、ネットワーク上での伝送速度を設定するものです。 

 

                    (ボーレート設定値) 

                    ０:１５６Ｋｂｐｓ 

                    １:６２５Ｋｂｐｓ 

                    ２:２.５Ｍｂｐｓ 

                    ３:５Ｍｂｐｓ 

                    ４:１０Ｍｂｐｓ 

            (ＤＳＷ１)   上記以外:エラー 

 

   注）通信速度が５Ｍ，１０Ｍｂｐｓの場合、接続台数に関わらずマスタ局設定のスキャンモード指定は、 

「同期」を選択してください。 

 

直流電源入力端子

（TB1）

ＰＯＷ．  ＬＥＤ（緑）

Ｌ ＲＵＮ ＬＥＤ（緑）

Ｌ ＥＲＲ ＬＥＤ（赤）

ＲＤ   ＬＥＤ（緑）

ＳＤ   ＬＥＤ（緑）

局番設定 Ｘ１０  

局番設定 Ｘ１  

ボーレート設定  

(ロータリスイッチ) 

ＤＣ９－２４Ｖ(＋) 

ＧＮＤ(－) 

ＦＧ 

表示灯  

(ロータリスイッチ) 

(ロータリスイッチ) 
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 ５．ＵＦ－ＣＬにて信号を設定するには 

 

      ＵＦ－ＣＬにて信号を設定するには、表示パネルを操作して優先設定を“２”にする必要があります。 

  詳細はＵＦ表示パネル活用マニュアルの８項を参照してください。 

 

  ５.１ ＵＦ－ＣＬからの設定方法 

 

   例.Ｌ(下点(下限)信号)をＵＦ－ＣＬにて設定が変更できるようにする。 

(1) ＦＵＮＣキーを押しながらＭＯＤＥキーを 

数回押して、表示パネルで『ＩＮＰＵＴ』を 

表示させます。(図５.１(1)) 

 

(2) ＳＥＬキーを２回押して、４桁表示の左端の 

表示を『Ｌ』にします。(図５.１(1)) 

 

 

 

                                                                図５.１(1) 

(3) ＦＵＮＣキーを押しながらＳＥＬキーを 

１回押し左端からの表示を『ＬＳ』にします。 

(図５.１(2)) 

 

(4) 表示パネルの▲を数回押して『２』にします。 

(図５.１(2)) 

 

(5) 数字が点滅するので、ＥＮＴＥＲキーを１回押して 

点灯させます。(図５.１(2)) 

                                図５.１(2) 

 

    例のように操作して優先設定を変更することにより、ＵＦ－ＣＬから設定が変更できます。 

    表１は、表示パネルで優先設定を変更することで、ＵＦ－ＣＬから設定が変更できます。 

 

表示 機能 

Ｐ 制御信号 

Ｈ 手動(上限)信号 

Ｌ 下点(下限)信号 

Ｆ 勾配信号 

Ｅ ソフトスタート時間 

Ｃ 電流制限量 

Ｕ ヒータ断線量 

ｄ ディレー時間 

－ 周期時間 

表１ 

 

 

 



- 10 -

６．パソコンとＵＦ－ＣＬとの通信方法について 

   パソコンにてＵＦ－ＣＬと通信するには、添付資料を参考にして、プログラムの作成をしてください。 

 

  添付資料 

    ＣＣ－Ｌｉｎｋ通信ユニット ＵＦ－ＣＬ ユーザーズマニュアル 
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７．インターフェース仕様 

項目 仕様 

通信規格 CC-LINK Ver.2.0 

通信速度[Mbps] 10/5/2.5/0.625/0.156 

占有局数 1 局占有（拡張サイクリック 4 倍 Ver.2） 

局間ケーブル長 20cm 以上 

通信ケーブル長 

(注 1) 

通信速度[Mbps] 10 5 2.5 0.625 0.156 

最大ケーブル総延長[m] 100 160 400 900 1200 

注 1 Ｔ分岐通信の場合は、マスタユニット 及び、搭載されるＰＬＣの取扱説明書をご参照ください。 

        通信速度と最大ケーブル総延長の条件を満たすようにシステムを構築してください。 

 

使用例 

(1)配線方法  

     マスタ・ローカルの参考配線を下記に示します。 

Ｖｅｒ．１．１０対応ＣＣ－ＬＩＮＫ専用ケーブルの場合、終端抵抗は１１０Ωを接続してください。 

  

 

ＵＦ－ＣＬを１０台接続した場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

QJ61BT11N 

ﾏｽﾀ局 

UF-CL 

1 局 

UF-CL 

2 局 

UF-CL 

3 局 

UF-CL 

4 局 

UF-CL 

5 局 

UF-CL 

6 局 

UF-CL 

10 局 

UF-CL 

9 局 

UF-CL 

8 局 

UF-CL 

7 局 
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(2) マスタ局設定方法 

     三菱製ＰＬＣマスタ局(ＱＪ６１ＢＴ１１Ｎ)を使用する場合の設定方法を下記に示します。 

     ＧＸ Ｗｏｒｋｓ２の場合(ネットワークパラメータＣＣ－ＬＩＮＫ) 

  

動作設定：デフォルト値 

特殊リレー、特殊レジスタ、リトライ回数、自動複列台数については任意の値とします。 

通信速度が５Ｍ，１０Ｍｂｐｓの場合、接続台数に関わらずスキャンモード指定は「同期」を 

選択してください。 

 

局情報は下記となります。 

  
     注）通信速度については、ノイズ等の影響により下げる必要も生じます。 
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□お問い合せ 

          株式会社 三社電機製作所 

 

        営業直通電話   営業本部   （０６）６３２５－０５００ 

                       東京支店   （０３）３８３４－１７００ 

            中部営業所  （０５２）９５５－５６００ 

                       九州営業所   （０９２）４３１－７５８６ 

        

                        電力調整器担当までご連絡下さい。 

                        ホームページ：http://www.sansha.co.jp/ 

 

      本仕様は製品の改良により予告なく変更することがあります。 

                                                    Ｋ００Ａ００６８４００ＡＢ  ２０２１．０５．１３ 

 


